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あるところに、バケッティーとバケッレィーが、

森国に住んでいました。

そこで、ジッGが旅をしていました。

そのころ、バケッティーはおなかにあかちゃんがいました。



そして、バケッティーに子供がうまれました。

バケッティーの子供はバケッチャです。

バケッチャはバケッツォーが気にいっています。

そして、バケッツォーをなげました。

そして、それがバケッレィーにあたってしまいました。

「いてっ」



するとバケッレィーは、バケッチャを 13才まで

としをとらせました。

そして、バケッチャは、バケッツィーという名前になりました。

その後、ジッGが来ました。

その時 !ジッGの頭の上にバケッツォがおちました。

「ギャー !!」



そうして、ジッGがいしきをなくしてしまいました。

「あー !」

みんなはびっくりしてさけびました。

でも、いしきはすぐもどりみんな仲よくくらしました。

バケッツォは空へとんでいきました。

おしまい。


